
平
成
元
年
厚
生
省
令
第
四
十
六
号

歯
科
衛
生
士
法
施
行
規
則

歯
科
衛
生
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
号
）
第
七
条
第
三
項
、
第
九
条
及
び
第
十
二
条
の
九
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
同
法
附
則
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る

た
め
、
歯
科
衛
生
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
こ
の
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

第
一
章
　
免
許

（
法
第
四
条
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
一
条
　
歯
科
衛
生
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
三
号
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
視
覚
、
聴
覚
、
音
声
機
能
若
し
く
は
言
語
機
能
又
は
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
歯

科
衛
生
士
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
者
と
す
る
。

（
障
害
を
補
う
手
段
等
の
考
慮
）

第
一
条
の
二
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
歯
科
衛
生
士
免
許
（
以
下
「
免
許
」
と
い
う
。
）
の
申
請
を
行
っ
た
者
が
前
条

に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
者
に
免
許
を
与
え
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
と
き

は
、
当
該
者
が
現
に
利
用
し
て
い
る
障
害
を
補
う
手
段
又
は
当
該
者
が
現
に
受
け
て
い
る
治
療
等
に
よ
り
障
害
が

補
わ
れ
、
又
は
障
害
の
程
度
が
軽
減
し
て
い
る
状
況
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
許
の
申
請
）

第
一
条
の
三
　
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
歯
科
衛
生
士
国
家
試
験
（
以
下
「
試
験
」
と
い
う
。
）
の
合
格
証
書
の
写
し
又
は
合
格
証
明
書

二
　
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一

号
）
第
七
条
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九

号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
（
以
下
「
中
長
期
在
留
者
」
と
い
う
。
）
及
び
日
本
国
と
の

平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七

十
一
号
）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
（
以
下
「
特
別
永
住
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
第

三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
）
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る

書
類
の
写
し
。
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

三
　
視
覚
、
聴
覚
、
音
声
機
能
若
し
く
は
言
語
機
能
若
し
く
は
精
神
の
機
能
の
障
害
又
は
麻
薬
、
大
麻
若
し
く
は

あ
へ
ん
の
中
毒
者
で
あ
る
か
な
い
か
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書

３
　
第
一
項
の
申
請
書
に
合
格
し
た
試
験
の
施
行
年
月
、
受
験
地
及
び
受
験
番
号
を
記
載
し
た
場
合
に
は
、
前
項
第

一
号
の
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
名
簿
の
登
録
事
項
）

第
二
条
　
歯
科
衛
生
士
名
簿
（
以
下
「
名
簿
」
と
い
う
。
）
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
登
録
す
る
。

一
　
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

二
　
本
籍
地
都
道
府
県
名
（
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
国
籍
）
、
氏
名
及
び
生
年
月
日

三
　
試
験
合
格
の
年
月

四
　
免
許
の
取
消
し
又
は
業
務
の
停
止
の
処
分
に
関
す
る
事
項

五
　
再
免
許
の
場
合
に
は
、
そ
の
旨

六
　
歯
科
衛
生
士
免
許
証
（
以
下
「
免
許
証
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
歯
科
衛
生
士
免
許
証
明
書
（
以
下
「
免
許

証
明
書
」
と
い
う
。
）
を
書
換
え
交
付
し
、
又
は
再
交
付
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
並
び
に
そ
の
理
由
及
び
年

月
日

七
　
登
録
の
抹
消
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
並
び
に
そ
の
理
由
及
び
年
月
日

（
名
簿
の
訂
正
）

第
三
条
　
歯
科
衛
生
士
は
、
前
条
第
二
号
の
登
録
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
三
十
日
以
内
に
、
名
簿
の
訂
正

を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
を
す
る
に
は
、
様
式
第
二
号
に
よ
る
申
請
書
に
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
（
中
長
期
在
留
者
及
び
特

別
永
住
者
に
つ
い
て
は
住
民
票
の
写
し
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
記
載
し

た
も
の
に
限
る
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
前
項
の
申
請
の
事
由
を
証
す
る
書
類
と
し
、
出
入
国

管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写

し
及
び
前
項
の
申
請
の
事
由
を
証
す
る
書
類
と
す
る
。
）
を
添
え
、
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
登
録
の
抹
消
）

第
四
条
　
名
簿
の
登
録
の
抹
消
を
申
請
す
る
に
は
、
様
式
第
三
号
に
よ
る
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
歯
科
衛
生
士
が
死
亡
し
、
又
は
失

そ
う踪

の
宣
告
を
受
け
た
と
き
は
、
戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十

四
号
）
に
よ
る
死
亡
又
は
失

そ
う踪

の
届
出
義
務
者
は
、
三
十
日
以
内
に
、
名
簿
の
登
録
の
抹
消
を
申
請
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
名
簿
の
登
録
の
抹
消
を
申
請
す
る
に
は
、
申
請
書
に
、
当
該
歯
科
衛
生
士
が
死
亡
し
、
又

は
失

そ
う踪

の
宣
告
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
許
証
の
書
換
え
交
付
申
請
）

第
五
条
　
歯
科
衛
生
士
は
、
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
免
許
証
の
書
換
え

交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
申
請
を
す
る
に
は
、
様
式
第
二
号
に
よ
る
申
請
書
に
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
及
び
戸
籍
の
謄
本
又
は

抄
本
（
中
長
期
在
留
者
及
び
特
別
永
住
者
に
つ
い
て
は
住
民
票
の
写
し
及
び
同
項
の
申
請
の
事
由
を
証
す
る
書
類

と
し
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証

す
る
書
類
の
写
し
及
び
同
項
の
申
請
の
事
由
を
証
す
る
書
類
と
す
る
。
）
を
添
え
、
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
許
証
の
再
交
付
申
請
）

第
六
条
　
歯
科
衛
生
士
は
、
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
を
破
り
、
汚
し
、
又
は
失
っ
た
と
き
は
、
免
許
証
の
再
交
付

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
申
請
を
す
る
に
は
、
様
式
第
四
号
に
よ
る
申
請
書
に
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し

を
添
え
て
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
手
数
料
と
し
て
三
千
百
円
を
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
を
破
り
、
又
は
汚
し
た
歯
科
衛
生
士
が
第
一
項
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
申
請
書

に
そ
の
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
歯
科
衛
生
士
は
、
免
許
証
の
再
交
付
を
受
け
た
後
、
失
っ
た
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
を
発
見
し
た
と
き
は
、

五
日
以
内
に
、
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
の
返
納
）

第
七
条
　
歯
科
衛
生
士
は
、
名
簿
の
登
録
の
抹
消
を
申
請
す
る
と
き
は
、
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
を
厚
生
労
働
大

臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
名
簿
の
登
録
の
抹
消
を
申
請
す
る
者
に
つ
い

て
も
、
同
様
と
す
る
。

２
　
歯
科
衛
生
士
は
、
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
五
日
以
内
に
、
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
を
厚
生
労
働
大

臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
免
許
税
及
び
手
数
料
の
納
付
）

第
八
条
　
第
一
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
条
第
二
項
の
申
請
書
に
は
、
登
録
免
許
税
の
領
収
証
書
又
は
登
録
免
許
税

の
額
に
相
当
す
る
収
入
印
紙
を
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
六
条
第
二
項
の
申
請
書
に
は
、
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
収
入
印
紙
を
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
届
出
）

第
九
条
　
法
第
六
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
二
年
ご
と
の
年
は
、
平
成
二
年
を
初
年
と
す
る
同
年
以
後

の
二
年
ご
と
の
各
年
と
す
る
。

２
　
法
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
氏
名
及
び
年
齢

1



二
　
住
所

三
　
名
簿
の
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

四
　
業
務
に
従
事
す
る
場
所
の
所
在
地
及
び
名
称

３
　
前
項
の
届
出
は
、
様
式
第
五
号
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
規
定
の
適
用
等
）

第
十
条
　
法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
登
録
機
関
（
以
下
「
指
定
登
録
機
関
」
と
い
う
。
）
が
歯
科
衛

生
士
の
登
録
の
実
施
等
に
関
す
る
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
一
条
の
三
第
一
項
、
第
三
条
第
二
項
、
第
四
条

第
一
項
、
第
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
、
第
六
条
の
見
出
し
、
同
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
七

条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
五
条
の
見
出
し
、
同
条
第
一
項
、
第
六
条
の
見
出
し
及
び

同
条
第
一
項
を
除
く
。
）
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
登
録
機
関
」
と
、
第
五
条
の
見
出
し
及
び

同
条
第
一
項
中
「
免
許
証
の
書
換
え
交
付
」
と
あ
る
の
は
「
免
許
証
明
書
の
書
換
え
交
付
」
と
、
第
六
条
の
見
出

し
並
び
に
同
条
第
一
項
及
び
第
五
項
中
「
免
許
証
の
再
交
付
」
と
あ
る
の
は
「
免
許
証
明
書
の
再
交
付
」
と
す

る
。

２
　
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
六
条
第
三
項
及
び
第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

第
二
章
　
試
験

（
試
験
科
目
）

第
十
一
条
　
試
験
の
科
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
人
体
（
歯
・
口
腔
を
除
く
。
）
の
構
造
と
機
能

二
　
歯
・
口
腔
の
構
造
と
機
能

三
　
疾
病
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進

四
　
歯
・
口
腔
の
健
康
と
予
防
に
関
わ
る
人
間
と
社
会
の
仕
組
み

五
　
歯
科
衛
生
士
概
論

六
　
臨
床
歯
科
医
学

七
　
歯
科
予
防
処
置
論

八
　
歯
科
保
健
指
導
論

九
　
歯
科
診
療
補
助
論

（
試
験
施
行
期
日
等
の
公
告
）

第
十
二
条
　
試
験
を
施
行
す
る
期
日
及
び
場
所
並
び
に
受
験
願
書
の
提
出
期
限
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
官
報
で
公
告
す

る
。

（
受
験
資
格
の
認
定
申
請
）

第
十
二
条
の
二
　
法
第
十
二
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
申
請
書

に
、
外
国
の
歯
科
衛
生
士
学
校
を
卒
業
し
、
又
は
外
国
に
お
い
て
歯
科
衛
生
士
免
許
を
得
た
こ
と
を
証
す
る
書
面

そ
の
他
の
必
要
な
書
類
を
添
え
て
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
受
験
の
手
続
）

第
十
三
条
　
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
六
号
に
よ
る
受
験
願
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
受
験
願
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
十
二
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
卒
業
証
明
書

二
　
法
第
十
二
条
第
三
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
同
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た

こ
と
を
証
す
る
書
類

三
　
写
真
（
出
願
前
六
月
以
内
に
脱
帽
し
て
正
面
か
ら
撮
影
し
た
縦
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
横
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に
は
撮
影
年
月
日
及
び
氏
名
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

（
合
格
証
書
の
交
付
）

第
十
四
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
試
験
に
合
格
し
た
者
に
合
格
証
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
合
格
証
明
書
の
交
付
及
び
手
数
料
）

第
十
五
条
　
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
合
格
証
明
書
の
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
手
数
料
と
し
て
二
千
九
百
五
十
円
を
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
手
数
料
の
納
入
方
法
）

第
十
六
条
　
第
十
三
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
出
願
又
は
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る

収
入
印
紙
を
受
験
願
書
又
は
申
請
書
に
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
規
定
の
適
用
等
）

第
十
七
条
　
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
試
験
機
関
（
以
下
「
指
定
試
験
機
関
」
と
い
う
。
）
が
試

験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
」
と
あ
る
の
は
、
「
指
定
試
験
機
関
」

と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
試
験
機
関
に
納
め
ら
れ
た

手
数
料
は
、
指
定
試
験
機
関
の
収
入
と
す
る
。

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
六
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

第
三
章
　
雑
則

（
記
録
の
作
成
及
び
保
存
）

第
十
八
条
　
歯
科
衛
生
士
は
、
そ
の
業
務
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
記
録
を
作
成
し
て
三
年
間
こ
れ
を
保
存
す
る

も
の
と
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
歯
科
衛
生
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
三
十
一
号
。
以
下
「
改
正
法
」

と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
元
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
用
）

２
　
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
歯
科
衛
生
士
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
男

子
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
歯
科
衛
生
士
免
許
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

３
　
改
正
法
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
厚
生
大
臣
の
告
示
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
新
法
に
よ
る
歯
科
衛
生
士
免
許
に

つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
歯
科
衛
生
士
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一

項
中
「
厚
生
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
住
所
地
の
都
道
府
県
知
事
」
と
、
規
則
第
二
条
の
見
出
し
、
第
三
条
の
見
出

し
、
同
条
第
一
項
、
第
四
条
、
第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
二
項
第
三
号
中
「
名
簿
」
と
あ
る
の
は
「
歯
科
衛

生
士
籍
」
と
、
規
則
第
二
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
歯
科
衛
生
士
名
簿
（
以
下
「
名
簿
」
と
い
う
。
）
」
と
あ

る
の
は
「
歯
科
衛
生
士
籍
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
（
以
下
「
免
許
証
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
歯
科
衛
生
士
免
許

証
明
書
（
以
下
「
免
許
証
明
書
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
（
以
下
「
免
許
証
」
と
い
う
。
）
」
と
、
規
則
第
三

条
第
二
項
、
第
四
条
第
一
項
、
第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
二
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
七
条
中
「
厚
生
大
臣
」

と
あ
る
の
は
「
免
許
を
与
え
た
都
道
府
県
知
事
」
と
、
規
則
第
五
条
、
第
六
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
並

び
に
第
七
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
免
許
証
又
は
免
許
証
明
書
」
と
あ
る
の
は
「
免
許
証
」
と
し
、
規
則
第

六
条
第
三
項
、
第
八
条
及
び
第
十
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

４
　
前
項
に
規
定
す
る
厚
生
大
臣
の
告
示
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
免
許
申
請
書
、
名
簿
訂
正
・
免
許
証
書
換
え
交
付

申
請
書
、
名
簿
登
録
抹
消
申
請
書
、
免
許
証
再
交
付
申
請
書
及
び
業
務
従
事
者
届
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
規
則
様

式
第
一
号
か
ら
様
式
第
五
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
歯
科
衛
生
士
試
験
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

５
　
改
正
法
附
則
第
三
条
に
規
定
す
る
厚
生
大
臣
の
告
示
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
新
法
に
よ
る
歯
科
衛
生
士
試
験
に

つ
い
て
は
、
規
則
第
十
二
条
中
「
官
報
で
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
が
」
と
、
規
則
第
十
三
条
第
一
項
中

「
厚
生
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
規
則
第
十
四
条
中
「
厚
生
大
臣
は
、
」
と
あ
る
の
は
「
試
験

を
行
っ
た
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
」
と
、
規
則
第
十
五
条
第
一
項
中
「
厚
生
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
試
験

を
行
っ
た
都
道
府
県
知
事
」
と
し
、
規
則
第
十
五
条
第
二
項
、
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
の
規
定
は
適
用
し
な

い
。

６
　
前
項
に
規
定
す
る
厚
生
大
臣
の
告
示
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
受
験
願
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
規
則
様
式
第
六

号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
六
月
二
八
日
厚
生
省
令
第
三
八
号
）
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こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
二
月
二
八
日
厚
生
省
令
第
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、

こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
厚
生
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
七
日
厚
生
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
厚
生
省
令
第
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、

こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
一
月
一
日
厚
生
省
令
第
九
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
〇
日
厚
生
省
令
第
五
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
厚
生
省
令
第
一
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
七
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
障
害
者
等
に
係
る
欠
格
事
由
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
医
師
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
七
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
歯
科
衛
生
士
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
申
請

は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
歯
科
衛
生
士
法
施
行
規
則
の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
法
第
十
二
条
第
三
号
の
認
定
の
申
請
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
歯
科
衛

生
士
法
施
行
規
則
第
十
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
九
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、

こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
六
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
四
月
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
二
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の

と
み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕

っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
七
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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様
式
第
一
号
（
第
一
条
の
三
関
係
）

 

様
式
第
二
号
（
第
三
条
、
第
五
条
関
係
）

様式第二号(第三条、第五条関係) 

  

 
記

入

不

要 

登 録 番 号 

     

 

 

収 入 印 紙 欄 
 

(収入印紙は消印しないでください) 訂正書換え

交付年月日 

  

歯科衛生士名簿訂正・免許証(免許証明書)書換え交付申請書 

登 録 番 号 第             号 登 録 年 月 日 

昭 和 

平 成 

令 和 

    年     月     日 

  

 

登録都道府県名   
都 道

府 県 

※コード番号   

      

 変更を生じた事項 

  変 更 前 変 更 後 (第 1 回) 変 更 後 (第 2 回) 

※コード番号                         

本 籍 

(国 籍) 

  都 道

府 県 

  都 道

府 県 

  都 道

府 県 

ふりがな (氏) (名) (氏) (名) (氏) (名) 

氏 名 
            

(旧姓)   (旧姓)   (旧姓)   

旧姓併記の希望 
  

有 ・ 無 有 ・ 無 

通 称 名 
            

生 年 月 日 

昭 和 
平 成 
令 和 
西 暦 

        年 
  昭 和 

平 成 
令 和 
西 暦 

        年 
    

    月     日     月     日 

 

変 更 の 理 由 
  ※ ※               

 上記により歯科衛生士名簿訂正・免許証(免許証明書)書換え交付を申請します。     年   月   日 

電 話 番 号 (    )   

住 所 
〒 都 道

府 県 

  

氏 名 

    
  

受 付 印 

  厚生労働大臣 

  指定登録機関代表者 殿 

※印の欄は記載しないこと。 

  

 

4



様
式
第
三
号
（
第
四
条
関
係
）

様式第三号(第四条関係) 

   

歯科衛生士名簿登録抹消申請書 
 

記
入
不
要 

抹消年月日 

  

 

登 録 番 号 第 

            

号 登 録 年 月 日 

昭 和 

平 成 

令 和 

    

年 

    

月 

    

日 

 

登録都道府県名 
  都 道

府 県 

 

※コード番号         

本 籍 

(国 籍) 

  都 道

府 県 

 

ふりがな (氏) (名) 

氏 名 
    

 

生 年 月 日 

昭 和 

平 成 

令 和 

西 暦 

        

年 

    

月 

    

日 

 

抹 消 理 由 の

生じた年月日 

平 成 

令 和 

    
年 

    
月 

    
日 

 

※コード番号       

抹 消 理 由 死 亡 ・ 失 踪 ・ その他 

 

  上記により歯科衛生士名簿の登録を抹消されたく免許証明書及び関係書類を添えて申請します。 

            年   月   日 

住 所 
  

氏 名 
  

続 柄 
  

 

 厚生労働大臣 

 指定登録機関代表者 殿 

 

※印の欄は記載しないこと。 

受 付 印 

  

 

様
式
第
四
号
（
第
六
条
関
係
）

様式第四号(第六条関係) 

  

 
記
入
不
要 

登 録 番 号 
  

再交付年月日 
  

歯科衛生士免許証(免許証明書)再交付申請書 

登 録 番 号 第             号 登録年月日 

昭和 

平成 

令和 

    年     月     日 

 

登録都道府県名   
都道

府県 

※コード番号 

      

 

※コード番 号         

本 籍 

(国 籍) 
  

都道

府県 
 

  ふ り が な (氏) (名) 

  性 別 

男 

氏 名 

 

    
女 

(旧姓)   
  

通 称 名     

 

生 年 月 日 

昭和 
平成 
令和 
西暦 

        年     月     日   

※ 

              

 

免 許 取 得 

資 格 

昭和 
平成 
令和 

    年     月 施行 第     回 
都道

府県 
歯科衛生士試験合格 

 上記の歯科衛生士免許証(免許証明書)を(破った・汚した・失った)ので関係書類を添えて免許証(免許証明書)の

再交付を申請します。 

            年  月  日 

電 話 番 号        (    )   

住 所 
〒 

 
都 道

府 県 
  

氏 名   
    

受 付 印 

 厚生労働大臣 

 指定登録機関代表者 殿 

※印の欄は記載しないこと。 
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様
式
第
五
号
（
第
九
条
関
係
）

 

様式第五号(第九条関係) 

歯科衛生士業務従事者届 

氏名 
  

性別 
  

年齢 歳 

住 所 
  

歯科衛生士名簿登録 

番 号 
  

年 月 日 
  

業務に従事する場所 

 1 保健所、都道府県又は市区町村 

   (ア 保健所 イ 都道府県(アを除く。) 

    ウ 市区町村(アを除く。)) 

 2 病院 

 3 診療所 

 4 介護保険施設等 

   (ア 介護老人保健施設 イ 介護医療院 

    ウ 指定介護老人福祉施設 

     (特別養護老人ホーム) 

    エ 居宅介護支援事業所 オ その他) 

 5 歯科衛生士学校又は養成所 

 6 事業所 

 7 その他 

所 在 地 
  

名 称 
  

備 考 
  

 (注意)1．該当する不動文字又は数字を○で囲むこと。 

    2．「業務に従事する場所」の欄は、2以上の場所において業務に従事している場

合は、その主たるもの一つについて記載すること。 

    3．平成 3年 6月 30日までに免許を取得した者は、同日現在いずれの都道府県の

歯科衛生士籍に登録されていたかを備考欄に明記すること。 

様
式
第
六
号
（
第
十
三
条
関
係
）

様式第六号(第十三条関係) 

  

  
収 入 印 紙 

(消印しないこ

と｡) 

歯科衛生士国家試験受験願書          

  

  ふりがな 

氏 名 

  

性別 
男 

受験番号 

※   

  

女 

生 年 月 日 

明 治 

大 正 

昭 和 

平 成 

令 和 

年  月  日 
本 籍 

(国籍) 
(都道府県) 受験希望地 

  

現 住 所 

         都道府県        市郡区 

  

(郵便番号   ―    )     電話番号      (   ) 

養成施設名   

最 終 学 歴 年卒業(見込) 

受

験

資

格 

資 格 該 当 項 目 添 付 書 類 

法第12条 

第1号該当 
  

・卒業証明書 

第2号該当 
  

(該当項目に
〇印をつけ
ること｡) 第3号該当 

  ・厚生労働大臣の認可を受けたことを証

する書類 

連 絡 先 
電話番号      (   )       (内線   ) 

   上記により、歯科衛生士国家試験を受験したいので申し込みます。 

  令和    年    月    日 

  厚 生 労 働 大 臣 
  殿 

指定試験機関代表者 

氏 名              

備 考 1 ※印欄には、記入しないこと。 

    2 該当する不動文字を〇で囲むこと。 

    3 黒ボールペンを用い、かい書ではっきりと記入すること。 

    4 指定試験機関に申し込む場合には、所定の手続により受験手数料を納付し、収入印紙は貼らない

こと。 

    5 卒業証明書については、学校・養成所の長の発行に係るものであること。 

    6 用紙の大きさは、A4とすること。 

6


